
１ はじめに

情報リテラシー教育は一般的にコンピュー

タ教育をイメージするが図書館界および，図

書館情報学界では情報活用教育ないし図書館

利用教育ともいっている.

２ 情報リテラシーの必要性

情報の活用能力「情報リテラシー」を身に

つけることは、人間の成長と自立の大切な要

素であり, それは情報化社会・生涯学習社会

といわれるこの時代を生きるすべての人にとっ

て欠くことのできない基礎的能力である.

A・トフラーが「未来の衝撃」の中で「明

日の文盲とは, 読むことのできない人のこと

ではないだろう. それは, 学ぶ方法を学んだ

ことのない人のことだろう」といい, 生涯学

習の基礎の必要性を強調したことばである.

学ぶ方法は調べ学習の基礎であり, 情報リ

テラシーは「ライブラリー・リテラシー＋コ

ンピュータ・リテラシー」である.

この情報活用能力の習得の効果には学生生

活や生涯学習の基礎として学習, 研究, 調査

等の情報探索の活用に有効な技法である.

学校教育ではなんか疑問や問題解決・調査

したいという場合どうやって調べるか「その

プロセス」すなわち, 情報がどこに, 何があ

るか, どう収集して, どう加工して, 仕上げ

るか」という, このような知識や学習をいま

まで教わったことがあるか？
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情報リテラシー教育と学生の反応
－文献探索法講義の実践から－

菅 原 春 雄＊

Information Literacy Education and Student Reaction

: Lecturing on Reference Searching Methods

Haruo SUGAWARA

この小論は平成13年度文教大学女子短期大学で一般教科目の総合科目の一環として

情報リテラシ－を中心とした「文献探索法」４コマを担当した．

内容は情報リテラシ－の必要性と短大における情報リテラシ－「文献探索法の講義概要」１．

情報源の拠点，図書館の概要．図書館の構成要素，図書館サ－ビス ２．情報源として図書，

逐次刊行物，雑誌．新聞．小冊子．視聴覚資料．電子資料の解説 ３．情報検索としてカ－ド

目録．コンピュ－タ目録等４．表現としてレポ－ト，論文の書き方についての講義と受講生の

反応を考察し，情報探索法すなわち情報リテラシ－は学生の基礎知識として欠くことのできな

い科目であることを強調した．
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２－１ 学校

2004年４月からの新学習指導要領の本格的

な実施に伴い, 特に新設の「総合的な学習の

時間」においては, 児童生徒が「自から課題

を見付け, 自ら学び, 自ら考え, 主体的に判

断し, よりよく問題を解決する資質や能力」

が育ち,「学び方やものの考え方を身につけ,

問題の解決や探求活動に主体的, 創造的に取

り込む態度」が身に付くような学習指導法が

要求される. 総合的な学習に限らず, 各教科,

領域における「調べる」学習においても, こ

れらの資質や能力, 態度は大切であり, これ

からは, ますます「学び方」が身ににつく指

導が重要になってくる.

そのためには, 様々な情報やメディアを活

用し学習に生かす「学び方」の指導「情報メ

ディアリテラシー」が必要とされる. とりわ

け学校図書館に備えられている図書・資料ビ

デオやCDなどの視聴覚資料, CD-ROMやDVDな

どのデジタル資料, インタネットなどの情報

やメディアを活用し, 主体的に学ぶ方法を児

童・生徒が自ら習得していくことが生涯にわ

たって「生きる力」となり, 重要な課題であ

る.「学校図書館2002．３月号」P18」必要性

はいうまでもなく「学校図書館法は「第４条

４図書館資料その他学校図書館の利用に関し,

児童または生徒に対し指導をおこなうこと」

と明記されたり, 学校図書館基準のIにも図

書館の利用指導項目で15項目があげられてい

る.

総合学習, 調べ学習の基礎として学校図書

館の有効的活用が現学習指導要領でも強調さ

れているが, 若干の変化が発見できる. すな

わち, 図書・図書館という項目から, 情報,

メディアをどう学習に使用するか, 情報, 学

習というキーワードへの発展である. 特に全

国学校図書館協議会では「情報・メディアを

活用する学び方の体系表「2004年４月」では

１，学習と情報・メディア ２，学習に役立

つメディアの使い方 ３，情報の活用の仕方

４，学習効果のまとめ方を提示, 学ぶ方を学

ぶ者からの意識化をはかっている.

２－２ 大学

小．中高校教育では, 長い間の司書教諭の

未配置や利用教育への関心の無さ等により

大学では改めて情報活用教育の必要にせまら

れ, 図書館のオリエンテーションの初歩的指

導「オリエンテーション」や一般教養科目,

選択科目等さまざまな名称で学生からの要望

や, 教授陣の要望に応えて実施しているよこ

ろが多い. 大学で実施しているところを２．

３紹介すれば, 東京大学での教養科目「知の

技法」明治大学学部間共通総合科目「図書館

活用法や京都大学教養科目「大学生と情報の

活用－情報探索入門」1大学図書館への招待,

2分類の一般概念と分類理論, 3文献や情報の

広がりと研究4文献と情報の所在を突き止

める, 5データベースの種類とその利用法, 6

インタネット情報とその利用法, 7論文やレ

ポートを書く手立てを知る, 8情報探索とそ

の周辺, 慶応大学学部１年対象「情報リテラ

シー入門」１．情報リテラシーとは, ２．文

献を探す前に, ３．図書を探す「和書．洋書」

４．雑誌論文. 雑誌記事を探す, ５．新聞記

事を探す, ６．その他の情報を探す, ７．書

誌情報の書き方. 駿河台大学教養科目, 資

料検索法2単位, 論文執筆法2 研究調査法2プ

レゼンテーション２, 亜細亜大学全学部基礎

共通科目「情報リテラシー」京都精華大学全

学必修「研究調査法」 久留米大学では教養

演習「情報リテラシー等. 生涯学習社会でも

情報リテラシーが必要と2000．11．では「新し

い情報通信技術を活用した生涯学習の推進方

策について」生涯学習審議会が答申している,

また全図書館を対象とした図書館利用教育ガ

イドラインとくに図書館における情報リテラ

シー支援サービスのためにとして日本図書館

協会から冊子が出版している. これも生涯学

習の基礎として大いに参考になる. 内容は図
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書館利用教育ガイドラインとして領域1印象

付け 2サービス案内 3情報検索法指導 4情報

整理法指導 5情報表現法指導を示している.

＊文献探索のための参考文献 菅原作成

参照

３ 文献探索法講義概要

３－１ 情報源の拠点

情報提供機関 情報センター情報源のある

ところ

１図書館 定義

図書館の種類 公共図書館「国立国会図

書館」大学図書館 学校図書館 専門図

書館 図書館類縁機関

＊VTR 情報基地への招待」放映

２図書館の構成要素

１資料-メディア, ２職員

３施設 ４利用者

３情報提供サービス「パブリック･サービス」

閲覧-読書案内, リクエストサービス,

コピーサービス・集会活動・読み

聞かせ・レファレンスサービス

貸出- 個人・団体貸出 自動車文庫

宅配サービス

＊ VTR；情報基地への招待 放映

３－２ 情報源-メディア－ 図書館資料

全体の解説」

種類

図書の種類

分類別－日本十進分類法による分類

参考図書「調べる本」のガイドブック

＊日本の参考図書解説総覧 JLA 現物

参照

＊情報源としてのレファレンスブック

／長沢雅夫ほか著 JLA

＊学校図書館参考図書研究ガイド SLA

参考図書 その種類

０案内指示的参考図書

書誌－著者･書名･出版社･等並べたリスト

目録－書誌目録・所蔵目録・総合目録

索引－日本随筆索引・雑誌記事索引

０事実解説的参考図書

辞書「音順・総画・部首」百科事典

「総合－主題別」. 便覧 図鑑

年表 年鑑 統計書 地図 地名事典

人名事典 名鑑

３－３ 情報検索のTOOL

０目録検索キー

＊カード目録

書名 副書名 叢書名

著者 訳者 編者

分類

件名

＊コンピュータ・インタネット検索

書名, 著者 分類 件名 出版年

出版社 ISBN等から

０分類 日本十進分類法の理解

０総記 図書館 百科辞典 一般論文集

博物館 新聞

１哲学 心理学 倫理 道徳 宗教

仏教 キリスト教

２歴史 日本歴史 東洋史 西洋史

伝記 地理

３社会科学 政治 法律 経済 社会

教育 風俗

４自然科学 数学 物理 化学 医学

栄養 食品

５工業 家政学

６産業 農業 商業 交通 放送

７芸術 美術 芸術 映画 スポーツ

８語学 日本語「国語」中国語 英語

フランス語 ドイツ語．．．．

９文学 日本文学 中国文学 西洋文学

参考 VTR 分類と目録, 文献検索法の基礎

新聞の調べ方,

雑誌の調べ方 図書の調べ方 放映
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３－４ 表現 レポート・論文の作成法

レポート, 論文を書くための基本的調査プ

ロセスをVTR「図書館の達人－レポ－ト

の書き方」で解説

ステップ１

テーマを決める

テーマを絞り込む

ステップ２

バックグランドとなる情報を得る

百科事典, 参考図書などでそのテーマの概

略を知る

検索の手がかりのキーワードを探す

ステップ３

仮のアウトラインを作る

ステップ４

必要文献を探す

図書館資料－情報源の検索法スキルが有効

＊参考図書の検索「日本の参考図書」解説

ステップ５

文献の入手, 情報の入手

各種情報源から 「出版情報・所蔵情報」

複製 著作権法の解説

ステップ６

資料を読み情報カードにメモをとる

参考文献 引用・出典の記録「著作権法の

解説」

ステップ７

最終アウトラインを作る

ステップ８

執筆と推敲

ステップ９

参考文献リスト, 注の作成「著作権法解説」

ステップ10

仕上げと提出

＊レポート・論文の書き方に関する参考

文献の紹介 菅原作成

４ 情報リテラシーの講義を受けて

アンケート調査集計

2003．１「受講者54名中」

１ 情報リテラシー講義の必要性について

１必要と思う ３４名

２必要と思わない １８名

＊学習の基礎として情報リテラシー, すなわ

ち文献の探索法の基礎知識が必要との認識

が理解された

２ このような科目を必要とすれば教養科目

で必修科目で, 選択科目で置くか

１必修科目 ９名

２選択科目 ３６名

３置かなくてもよい ９名

＊必修科目ではいやだが教養として選択科目

なら自分の知識として習得しておいたほほ

うがよいとおもわれる

３ 図書を探す道具「NDC日本十進分類法」

のこと, 今まで知っていましたか

１知っていた ６名

２知らなかった ４７名

＊学校教育で図書館利用教育があまり行わ

れていないことがわかった

４ 文献のさがし方について, 今まで知って

いましたか

１知っていた １８名

２知らなかった ３８名

＊学校で調べ方学習が実施されていないこと

がわかった

５ 参考図書「レファレンスブック」－調べ

る本－について,今まで知っていましたか

１知っていた ４名

２知らなかった ４８名

＊調べる道具としての参考図書についても学

校で教えなかったことがわかった

６ 著作権についての知識, 今まで知ってい

ましたか

１知っていた ２６名

２知らなかった ３０名
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＊学校教育で著作権問題について教えておく

べきである

７ レポートの書き方について, 今まで教わっ

たことありましたか

１ あった １３名

高校で８名 大学で４名

２ ない ４０名

５ この講義を聴いて参考になったこと

学生の反応

文教大学女子短期大学教養科目総合講座

「情報リテラシー；文献探索法」受講生の声

◯以前から正しいレポートの書き方を知りた

いとは思っていましたが, 誰に聞けばいい

か, わからなくて困っていました. 今回の

講義を通して, レポートの書き方がわかっ

てよかったです. １０のステップをもちい

てレポートを書いていこうと思います.

◯レポートの書き方や文献の探し方がいまま

で知らなかったので, 今回役に立ちました.

◯この授業を受けて今までより広く図書館利

用ができるとおもった. またレポートの書

き方も教わったことがなく, 前に困ったこ

とがあったのでしることができてよかった.

いままでPCを使い, 図書館に入っている文

献を調べられることは知らなかった.

◯いままで, このような知識が全くなかった

ので, 今後文献を探すとき役立つと思う.

◯図書館にある本は伝記, 小説, 物語などと

いった部類のものだけだと思いましたがこ

の講義で, 調べる本「レファレンスブック」

の存在を初めて知りました.

◯レポートの書き方は高校の時少し習いまし

たが, このように詳しく教えてもらったこ

とはなかったので, 参考になりました.

◯いままで, どうやってレポートを書けば良

いかわからなくって大変だったけど, この

講義を受けてレポートの書き方等が詳しく

わかったので良かったと思う.

◯NDCのことはしらなかったけど, 数字だけ

なら知っていた. また参考文献まで書くこ

とは知らなかった.

◯レポート, 論文の書き方はいままで, この

授業のように教えてもらったことはありま

せんでした. 今回, レポート作成における

ステップ10までのビデオでは, これからの

レポート提出に大変参考になり, 順序を学

べて良かったです. 図書館は私もよく利用

するので, 正しい検索方法を生かしてより

堅い利用を心がけをしたいと思いました.

◯図書館について, 本のさがし方などの使い

方を知ることができたことは, 私にとって

とてもプラスになったと思います. レポー

ト・論文の書き方もこんなに詳しく習った

ことは初めてでした. 春学期のレポート提

出の時は何をどうしていいのか, 何から初

めてよいかまったくわからずに, ただ必死

に書いてた感じでした. この講義で習った

ことを大事にし, これからの生活に役立て

たいと思います.

◯レポートの描き方や参考図書のさがし方な

どいままでレポートを書いたりしても, き

ちんとした書き方は知りませんでした. 図

書館でも, 本を借りることはあっても本の

さがし方にいろいろ方法があることも知ら

なかったし, 新しく学ぶことができたこと

がいくつかありました.
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◯レポートの描き方はとても参考になりまし

た. 調べていくうちに内容がずれたりしが

ちですが, これから順序よく組み立てるこ

とができるので, レポートを頑張ってみた

いと思います.

◯正直, いままでレポートの書き方というも

のが, どうすればよいのか, さっぱりわか

らない状態だったので, この講義で学んだ

文献のさがし方, レポートの書き方を今後

生かせたらよいと思いました.

◯今までレポートを書いたことは沢山あった

が, きちんとした書き方を教わったことは

なかったので, 本の丸写しとか多かったけ

れど, この授業を受けて, 本のさがし方や

情報の見つけ方やレポートの書き方など根

本的なことをいままで知らないこと気づき,

できればもっとはやくにおそわっていれば

よかったのにとおもいました. この授業を

受けて良かったと思います.

◯この講義をとらなかったら, レポートの書

き方や作り方など知る機会はなかったと思

います. 必修科目ではなく選択科目だった

ら他にとる人もいると思います. 高校で習っ

ておいたほうがよいと思います.

６ 結 論
学校教育で「図書館利用教育」（情報を活

用する学び方の指導）は教えるべきである.

全体的感想として情報リテラシーすなわち

図書館活用能力がいかにないかアンケートで

も証明できた. 学校では学習指導要領でも各

科教科においても図書館における資料を活用

して情報処理能力の育成に努力すべきとあり,

また特別教育活動でも図書館利用教育の必要

性が明記されているのにもかかわらず実施し

てない, また兼任の司書教諭の配置すら12学

級以上の学校未配置校の多いのも問題. いま

や生涯学習時代にいける情報リテラシーは学

校教育だけでなく生涯学習の基礎として情報

の収集, 処理, 加工, 表現のプロセスすなわ

ち情報活用能力は必要不可欠な技法である.

兼任司書教諭とはいえ, 2003年４月１日から

配置されつつあるので学校司書など他のスタッ

フとの協働により, 情報リテラシーの充実．

発展．習慣化を期待したい. 最後にこの原

稿を多忙のおり校閲してくだいました元文教

大学司書教諭課程非常勤講師－全国学校図書

館協議会参与, 平塚禅定先生に厚くお礼を申

しあげたい.
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